
資料７－１
教育課程部会の当面の検討課題（例）における論点についての整理の例（試作）

（国語，社会，算数・数学，理科，外国語）

国語 社会 算数・数学 理科 外国語

義務教育修了段階において子ど

もたちに身に付けさせたい基礎

的・基本的な知識・技能等

社会的に自立してい ・日常生活や社会生活で必要とされる ・都道府県の名称と位置及び我が国が４ 【数と計算】 【生命】，

くために，実生活に 要約・紹介・説明・記録・報告・対 ７都道府県で構成されていることを知 ・整数，小数，分数の意味がわかり，数量の大 ・ヒトや動物の基本的なつくりについて知る

おいて不可欠な知識 話や討論などの言語活動ができる。 ること。 きさを表すことができる。 こと。

・技能 ・数量の関係を式に表したり，式をよんだりす ・植物の基本的なつくりである根，茎，葉，→ Ａ４一枚（1,000字程度）で，自分

・国民の食料確保の現状，国民のニーズ ることができる。 花を知ること。の考えをまとめることができる。

に応える食料生産の工夫・努力，生産 ・かけ算九九を暗誦できること。→ 話合いの目的や内容を正確に理解

地と消費地を結ぶ運輸の働きなど，国 ・整数，小数，分数の四則計算（たし算，ひき 【物質】（小学校） しながら，話したり聞いたりするこ

民の食料を確保する我が国の食料生産 算，かけ算，わり算）の意味がわかり，筆算 ・水の三態変化（氷，水，水蒸気）を知ることができる。

の役割を知ること。 や暗算，見積りをすることができる。 と。

・表現したり理解したりするための基 ・物が燃えるとき，酸素が使われ二酸化炭素

礎となる言語事項を身に付けている ・基本的人権の尊重，国民主権，平和主 【量と測定】 ができることを知ること。。

義など，日本国憲法の基本的な原則に ・重さ，角度，時間など身の回りにある量の単→ 常用漢字の大体が読め，そのうち

ついて知ること。 位と測定の意味がわかる。 【力やエネルギー】の 1,000字程度の漢字が書けること。

・長さ，面積，体積などの意味や求め方がわか ・豆電球の明るさが電流の強さに関係してい→ 聞きやすい速度や音量，適切な間

る。 ることを知ること。の取り方で話せること。

・速さや人口密度などの意味や求め方がわか ・てこが釣り合うときには一定のきまりがあ→ 文字の形，大きさ，配列に注意し

る。 ることを知ること。て，調和のとれた文字を，正しく，

読みやすく，速く書けること。

【図 形】 【地球や宇宙】

・三角形，四角形，円などの図形の性質がわか ・方位磁針を用いて，四方位をとらえること

る。 ができること。

・形が同じであるという認識ができる。地図を ・川の増水などにより，土地の様子が大きく

見て，図形の縮小や拡大がわかる。 変化する場合があることを知ること。

【数量関係】

・棒グラフ，折れ線グラフ，円グラフなどの意

味や平均の意味がわかる。

・パーセントを用いたり，比で表したりするな

ど，数量の関係を表すことができる。

・一方が変化すると他方も変化するという関数

のとらえ方ができる。比例の意味がわかり，

変化の様子を調べることができる。

・主な国々の名称と位置など世界の地域 【数と式】 【生命】 ・自分の気持ちや身の回りのできごと

構成を知ること。 ・数値を介して理解したり表現したりするため ・自分自身の体のつくりとはたらきについて などの中から簡単な表現を用いて外（中学校）

に，正の数・負の数を用いて身の回りの事象 知ること。 国語によるコミュニケーションを図

・日本の歴史について，世紀などの年代 を表し，四則計算ができる。 ・植物は光エネルギーを使って二酸化炭素と れること。

→ あいさつ，自己紹介，電話での応の表し方や時代区分を知ること。 水からデンプンをつくり，酸素を放出する

答，買い物，道案内などができるこ【図 形】 ことを知ること。

と。・約束や取り決めをしたり，ルールをつ ・他者とのコミュニケーションをより円滑に行

→ 説明したり，質問したり，礼を言くるなど，法とは何かを知ること。 うために，仮定と結論の意味を理解し，数学 【物質】

ったりすることができること。的な用語，記号を適切に用いて，演繹的な推 ・身の回りの物質（砂糖，食塩，鉄，アルミ

論ができる。 ニウムなど）の性質について知ること。

・主な気体（酸素，水素，二酸化炭素など）

【数量関係】 の性質について知ること。

・現状を把握したり，未来を予測したり，原因

を推測したりするために，一次や二次などの 【力やエネルギー】

各種のグラフを作成したり，代表値などの統 ・力を働かせると物体の速さや向きが変わる

計的数値を求めたり，意味を解釈したりする ことを知ること。

（ ）ことができる。 ・エネルギーには様々なもの 電気や光など

・不確定な事象に対する自分の判断を適切に下 があることを知ること。

， ，すことができるように 確率の意味を理解し

確率を求めることができる。



【地球や宇宙】

・地震のゆれの大きさが震源からの距離に関

係していることを知ること。

・前線の通過に伴い，気温，湿度，天候が変

化することを知ること。

【科学技術と人間とのかかわり】

・新素材やバイオテクノロジー等の科学技術

が生活に生かされていることを知ること。

，義務教育段階及びそ ・目的や場に応じた言葉遣いをするこ ＜小学校＞ 【二次方程式を解くことができること，またそ ＜知識の例＞ ・基本的な英語の音声の特徴をとらえ

れ以降の学習を進め とができる。 ・地図帳を用いて地名を検索する方法に のために必要な知識・技能】 【生命】 正しく聞き取り，発音することがで

ていく上での共通の 関する知識を身に付け，地名を検索で <小学校> ・細胞が生命の基本的な単位であること。 きる。→ 日常よく使われている敬語の使い

方を理解している。 → 英語の特徴的な音声，語（句）の基礎となる知識・技 きること。 ・四則計算の性質について理解している。 ・生物は，子孫をつくることで生命の連続性

， ， ，能 <中学校> を保っていること。→ 共通語と方言の違いを理解し，必 強勢 文の強勢 イントネーション

要に応じて共通語で話すことができ 文における区切りなど。＜中学校＞ ・正の数・負の数の計算ができる。

・都道府県の地域的特色をとらえる視点 ・事象を文字記号を用いて表し，計算すること 【物質】る。

や方法について知ること。 ができる。 ・物質は粒子からできていること。 ・文字や符号を識別し，正しく読み，→ 敬体と常体との違いに注意しなが

ら文章を書くことができる。 。・都道府県の地域的特色をとらえるため ・一次方程式，連立二元一次方程式を解くこと ・物質が化学変化しても，物質全体の質量は 書くことができる

，に 地図や統計その他の資料を収集し ができる。 保存されること。， ， → アルファベットの活字体の大文字

小文字。・文字や表記を正しく用いることがで 地図の読み取り，統計のグラフ化や地 ・連立二元一次方程式は，一方の文字を消去し

→ 疑問符，感嘆符，終止符など基本きる。 図化などを通して，学習に役立つ情報 既知の一元一次方程式に帰着させれば解ける 【力やエネルギー】

→ 漢字を適切に用いた読みやすい文 的な符号。を適切に選択して活用できること。 ことを理解している。 ・電気エネルギーが光エネルギーに変換され

・年表や歴史地図など各種の資料を有効 るなど，エネルギーは様々な形に変換され章を書くことができる。

に活用して，歴史上の事実について調 【相似な図形の性質及び三平方の定理を理解す ること。 ・基本的な語，連語及び慣用表現の意→ 送り仮名，仮名遣い，句読点，改

べたり確かめたりすること。 ること，またそのために必要な知識・技能】 ・エネルギーは保存されること。 味と使い方がわかる。行などを適切に用いて文章を書くこ

とができる。 → can, you, whatなどの文を構成す・情報化や国際化など現代社会の特色を <小学校>

→ 日常目にする程度の簡単なローマ る上で必要な語，及び，季節，月，明らかにするために過去と現在を比較 ・簡単な平面図形や空間図形の名称や性質につ 【地球や宇宙】

字の読み書きができる。 曜日，時間，天気，数，家族などにするという方法があることを知ること いて理解している。 ・現在の地球が誕生するまでには長い時間が。

。→ 毛筆を使用して字配りよく書くこ 関する基本的な語など９００語程度<中学校> かかっていること。

とができる。 → look at, get upなどの基本的な連・ 作図」の方法で，垂線や角の二等分線など ・水の循環は，太陽エネルギーにより引き起「

語。を作図することができる。 こされていることを認識すること。

→ excuse me, thank you, you're we・表現したり理解したりするために必 ・見取図と展開図の意味や役割を理解してい ・月，地球，太陽などの大きさや位置関係を

lcomeなどの基本的な慣用表現。要な語句を身に付けている。 る。 把握していること。

→ それぞれの語句の性質や役割を理 → 主語＋述語の語順，修飾方法など・推論の過程を的確に表現することができる。

解することができる。 の英語の基本的な文構造。・ 三角形の内角の和は180ﾟである」を示そう ＜技能の例＞「

とすると演繹的な方法によらざるを得ないこ ・正しい目盛りの読み取りができること（温→ 調べたい文字や語句を国語辞典・

とを理解している。 度計，メスシリンダーなど 。 ・辞書の初歩的な使い方ができる。漢和辞典で探し出し，必要な情報を ）

得ることできる。 → 調べたい単語を辞書で探し出すこ・多角形の内角の和を三角形に分割して調べる ・主な器具の扱いができること（顕微鏡，ガ

と。など「既知のことに帰着して考える」ことの スバーナーなど 。）

→ 見出し語から必要な情報を得るこ・文や文章の構成の仕方を理解し，表 意義を理解している。 ・基本的な単位を使って，量を表すことがで

と 。現に役立てることができる。 ・一辺の長さがが１の正方形の対角線の長さは きること（mA，km/時など 。）

有理数では表されないことを理解している。 ・安全性に配慮しつつ，計画に基づいた実験→ 文と文とのつながりを考えながら

を実施できること。指示語 接続語を使うことができる， 。

【関数 = の特徴を理解すること，またその ・実験結果等を表に整理できること。→ 文章全体における段落の役割を理 y ax2

ために必要な知識・技能】 ・身近な物質を化学式で表し，代表的な化学解することができる。

<小学校> 変化については化学反応式で表せること。

・数量の関係を表やグラフに表すことができ

る。

<中学校>

・座標の意味を理解している。

・比例や反比例の関係，一次関数について理解

している。

・連立二元一次方程式を用いて，一次関数のグ

ラフの交点を求めることができる。

・関数の特徴をとらえるためには，表，式，グ

ラフが有効であることを理解している。



国語 社会 算数･数学 理科 外国語

義務教育修了段階において，子

どもたちに身に付けさせたい能

力

知識・技能を実社会 ・日常生活や社会生活で必要とされる ＜小学校＞ ・物事を観察する場面などで，数，量，形など ・科学的な知識を日常生活に活用することが ・事実関係の伝達，物事についての判，

の中で活用する能力 要約・紹介・説明・記録・報告・対 ・情報の新しさ，重要性，正確さなどの に着目して，簡潔，的確にとらえることがで できること。 断，さまざまな考えや意見等につい

。話や討論などの言語活動ができるこ 知識を活用することができること。 きること。 てコミュニケーションを図れること→ 寒冷前線が通過した後は，気温が下がる

→ 例えば 「放送開始直前に，別のニュ と予想し，上着をもっていくなどの対応が → １分間１５０語程度の速さの標準と。 ，

→ Ａ４一枚（1,000字程度）で，自分 ースが飛び込み，放送する内容を一部 できること。 的な英語を聞き取ることができるこ・１つのグループを２つに分ける場面などで，

の考えを，使用する目的や場面に応 入れかえることがあるのはなぜか」と と。奇数・偶数を用いるなど，物事を考えるに当

じて，筋道を立ててまとめたり，要 いうことを考えることができること。 → 与えられたテーマについて，１分たって，あることに着目し，もれなく，重複 ・証拠に基づいた結論を導くことができるこ

点を簡潔にまとめたりすることがで 間程度のスピーチができること。なく場合わけをすることができること。 と。

きる。 → 集めたデータをもとに，傾向を読み取っ → ３００語程度の英語を読んで，概・我が国の歴史上の主な人物の業績に関

→ 話合いの目的や内容を正確に理解 たり，予想を立てることができること。 要をとらえることができること。する資料を収集・活用し，その歴史上 ・グランドにスポーツのコートをつくる場面な

しながら，論理的に話したり聞いた → 条件を意識し小規模での実験を行ったり → 与えられたテーマについて，短時の人物が国家・社会の発展に果たした どで，三平方の定理をもとにして直角を作る ，

りすることができる。 シミュレーションしたり，資料を整理した 間で５文程度のまとまりのある英文役割を考えることができること。 方法を考えることができること。

→ 例えば，江戸幕府の始まり，大名行 りし，その結果から判断できること。 を書くことができること。

列 鎖国に関する資料を収集・活用し → 結果をグラフ化してまとめ，考察できる・文学や言語文化に親しみ，創造した ・コピーで拡大や縮小をする場面などで，数の， ，

り演じたりするのに必要とされる， 平方根を用いてＡ判やＢ判の紙の大きさの特 ・コミュニケーションのツールとして家康や家光が身分制度の確立や武士に こと。

音読・朗読，読書，鑑賞，創作など 徴等を考察することができること。 ・得られた結論を評価し，人に伝えられるこ の英語を使った発信力。よる政治の安定のために果たした役割

。の言語活動ができること。 と。を考えることができること。 → 相手とe-mailの交換ができること

→ 有名な古典の一節や，和歌を暗唱 → 実験の結果や資料等の考察から得た自分 → 英語でshow and tellなどのプレゼ・携帯電話の通話時間と料金の関係を考える場

できる。 なりの結論を評価し，結論付けた根拠など ンテーションができること。・節水がなぜ必要かということを飲料水 面などで，一次関数や関数 = など，ともy ax2

→ 一か月２～３冊程度の読書をする をグラフや図などを用いながらわかりやす → 与えられたテーマについてディスが人々の手によってつくられたもので なって変わる数量の関係を見いだし，変化や

ことができる。 く表現し伝えること。 カッションができること。あることや限りある資源であるという 対応の特徴をとらえることができること。

知識をもとに伝え、あるいは表現する

， ，・現実的，社会的な状況の変化に対応 ことができること。 ・様々な情報をもとに 判断を下す場面などで

しながら，言葉を介して人間関係を 与えられた情報の中から必要なものを適切に

築いたり，社会と積極的に結び付き ＜中学校＞ 選択したり，それらを組み合わせたりすると

をもったりすることができること。 ・歴史に関する各種の資料を読み取り， 共に，自分の判断の適否を振り返って考える

その時代の特色を考察することができ ことができること。→ 相手や目的に応じてふさわしい形

ること。式や文体を工夫し，伝えたい内容の

中心をはっきりさせた文章を書くこ → 例えば，大日本帝国憲法の条文とそ

とができること。 の発布式の絵から読み取ったことを基 思考力・表現力等

→ 学校生活について様々なメディア に，この憲法やその頃の政治にみられ

＜小学校・中学校＞ ＜小学校＞や方法を用いて，地域の人とコミュ る特色を主権の所在などの観点から考

・ものごとを筋道を立てて論理的・創造的に考 ・自然の事物・現象を差異点や共通点というニケーションすることができること えることができること。。

えることができること。 視点から比較できること。

→把握する…数量や図形などに関する関係をと → モンシロチョウとバッタを比較し，体は・調査・研究するために，自分で課題 ・経済に関する新聞記事を収集し，その

らえ，合理的に考えることができること。 頭，胸及び腹という共通のつくりをしていを設定したり課題を追究できること 記事内容の意味や事実と事実との関連。

→ 様々なメディアを活用したり様々 →解決する ることを見いだせること。を考察することができること。

な意見を聞き合ったりすることによ → 例えば 「台風，長雨で野菜高騰」と →帰納的に考える…帰納的に考えて規則性を見，

・自然の事物・現象の変化に着目し，変化とって，課題を多角的に探究できるこ いう記事を取り上げ，台風，長雨とい 出し，一般性に気付くことができること。

。と。 う原因で，野菜が高騰するという結果 →類推的に考える…類推的に考えて，同じよう それにかかわる要因を関係付けられること

→ 広い範囲から材料を収集し，客観 が起こった記事を読み取り，原因と結 な性質やきまりを導き出すことができるこ → 星の観察において，星の位置を時間と関

性・妥当性のある材料を選ぶことが 果の関連を需要，供給，価格という概 と。 係付けて調べ，星の集まりは並びを変えず

。できること。 念でとらえることができること。 →演繹的に考える…前提を認めるならば結論も に位置を変えていることを見いだせること

また必然的に認めざるを得ないという演繹的

・読んだり聞いたりしたものについて ・身近な地域の地域的特色を追究し考察 ・実験などを行う際，制御すべき要因と制御， な推論によって考えを進めることができるこ

評価したり応用したりするなどがで した過程や結果を，地図化したり報告 しない要因とを区別できること。と。

→反例を挙げて否定する…誤った命題につい → 糸につるしたおもりの１往復する時間をきること。 書にまとめたり，発表したりすること

→ 文章を読んで，筆者の主張とその て，反例を挙げることができること。 測定する実験において，おもりの重さを変ができること。

根拠となっている事実の妥当性を吟 →振り返る える場合，糸の長さや振れ幅など他の条件

味できること。 →整理する…問題解決を記録し，解決過程や結 をそろえられること。

果の意味を考えることができること。



・身近な地域の歴史について調べたこと ・見いだした問題を多面的に追究し，考察で→ 複数の人の話を比べて聞いて主張 →補正する…問題の解決過程に間違いがあれば

を，年表や地図にまとめてわかりやす きること。の違いを整理し，自分の考えに生か これを自分で発見し修正していくために振り

せること。 返って考えることができること。 → 水溶液の性質について，酸性，アルカリく発表することができること。

， ，→ 文章を読み，内容にふさわしい表 →統合する…個別の事実を束ね，統合して考え 性及び中性か 気体の溶解の有無はどうか

現方法がとられているかどうかを評 ることができること。 金属を変化させるかどうかなど，多面的に・どのようなことを考え，どのような根

価できること。 →発展させる…問題の条件を変えたり，結論か 追究し，結果を考察できること。拠で結論を導き出したかを，具体的，

ら逆に考えたりして，新しい問題を自らつく論理的に説明できること。

＜中学校＞→ 例えば，模擬選挙の授業などで，立 り出すことができること。

・課題を見いだし，仮説を設定することがで候補役の生徒がそれぞれ考えた公約が

・用語や記号，式，図，グラフなどによる数学 きること。なぜ大切か，政治や経済の知識をもと

に考え，根拠を挙げながら説明するこ → 自分や他人の素朴な考えや予想を，実験的な表現を解釈し，自分の考えと比較検討す

とができること。 によって調査できるような形に表現できるる。

こと。

・数学の用語や記号，式，図，グラフなどを用

いて，自分の思考の過程や結果を他者に伝え ・実験を計画し，実行すること

→ 探究しようとする事象に，どのような条るために的確に表現することができる。

件が関連しているかを検討し，条件を制御

することができること（例えば，デンプン

が糖に変化するのは，だ液のはたらきであ

ることを確かめる実験を設定できること 。）

→ 証拠の確からしさを高めるために，どの

程度の回数と範囲での実験が必要かを考え

られること。

→ 必要に応じて，観察や測定を繰り返すこ

と。

・実験結果を考察し，結論を導き，それらを

表現できること。

→ 得られた結果を，表やグラフなどを用い

て適切に表現できること（例えば，電流と

電圧の測定結果をもとに電流－電圧グラフ

を作成できること 。）

→ 結果における特徴や傾向を比較し考察で

きること。

→ 得られた結果について，結論付け表現で

きること。

関心・意欲・態度など ・自ら進んで様々な本や資料を読もう ・社会的事象に対する関心を高めること ・根拠を明らかにして自ら考え判断し，真理を ・生命を尊重する態度を育成すること。 ・自ら進んで外国語を使ってコミュニ。

とする態度。 ・意欲的に追究すること。 追究しようとする態度を身に付ける。 ・自然を愛する心情を育成すること。 ケーションを図ろうとする態度。

→ 学校図書館や公共図書館を定期的 → 外国人との会話の機会があるとき・広い視野に立って，よりよい社会を考 ・自分の考え方や結論については自分で責任を ・防災に対する意識や態度を育成すること。

に利用しようとすること。 などに，積極的に外国語を使おうとえ公民としての自覚をもって責任を果 持つという態度を身に付ける。 ・環境保全に対する意識や態度を育成するこ

→ 自分のお薦めの本を紹介しようと すること。たそうとすること。 ・数や図形に潜む性質など，その神秘性や数学 と。

的な美しさに触れ関心をもつ。 ・自然事象への好奇心を持続させること。すること。

・実生活の事象の数理的な把握や解明を通し ・世界や我が国の生活や文化について

・国語や言語文化に積極的にかかわろ て，数学の有用性に関心を持ち，自ら活用し の理解，言語や文化に対する関心，

うとする態度 ようとする態度を身に付ける。 国際社会に生きる日本人としての自

・数学的な表現を用いて表現し他者とコミュニ 覚。→ 辞書などを用いて，古典の言葉と

現代の言葉とを比較し，国語の変遷 → 日本の文化や日本人の考え方を積ケーションしようとする。

や特質についての関心をもとうとす 極的に外国人に知らせようとするこ

ること。 と。

→ 興味・関心や課題意識に基づいて → 外国の歴史，伝統，風俗習慣やも，

同じ作家や思潮の作品等を系統的に のの見方などに関心をもち理解しよ

読み進めようとすること。 うとすること。


